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表紙の写真

　新庁舎で初めての議会を開催しました。
新しい議場では、傍聴席に車いす優先ス
ペースや補聴援助システムを設置するな
ど、ユニバーサルデザインを導入してい
ます。また、本会議中は、６階の議会ロ
ビーや３階のコミュニティスペースのテ
レビモニターでも中継映像をご覧いただ
けます。
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田辺市議会だより
令和６年
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８ 月号

第３回 （６月） 定例会

令和６年度田辺市一般会計補正予算などを可決
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第
３
回
（
６
月
）
定
例
会
は
、
６
月
19

日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期

で
開
催
し
、「
田
辺
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提

出
議
案
16
件
を
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

（
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
同
意
ま
た
は

異
議
な
し
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
専
決
処
分
事
項
な
ど
６
件

の
報
告
を
受
け
た
ほ
か
、
委
員
会
・
議
員

提
出
議
案
２
件
を
可
決
し
、
小
中
学
校
給

食
費
無
償
化
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
６
月
28
日
、
７
月
１

日
及
び
２
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
13
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
第
８
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

４
億
５
７
３
９
万
９
０
０
０
円

・
旧
二
川
小
学
校
利
活
用
促
進
事
業
補
助
金

２
８
２
４
万
３
０
０
０
円

　

私
立
小
・
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
取

組
を
進
め
て
い
る
一
般
社
団
法
人
う
つ
ほ

の
杜
学
園
設
立
準
備
会
に
対
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
を
活
用
し
補
助
を
行
う
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接

種
事
業

 

１
億
８
４
６
８
万
６
０
０
０
円 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接

種
の
定
期
接
種
化
に
伴
い
、
そ
の
実
施
に

要
す
る
経
費
。

・
梅
降
雹
被
害
営
農
継
続
支
援
補
助
金

 

２
４
０
０
万
円

　

３
月
20
日
に
発
生
し
た
降
雹
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
梅
農
家
の
営
農
継
続
を
支
援

す
る
。

・
遠
隔
合
同
授
業
環
境
整
備
事
業

１
億
４
５
０
２
万
円

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
、
遠
隔
合
同
授

業
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

　

一
方
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
電

子
黒
板
の
借
料
を
減
額
す
る
。

●
議
案
第
９
号

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
長
の
任
命
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

同
意
し
た
の
は
次
の
方
で
す
。

野
田　

泰
輔　

氏

第
３
回
（
６
月
）
定
例
会

主
な
議
案
の
内
容

補
正
予
算

人
事
案
件

６
月
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
請
願

　

次
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
所

管
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

◆
請
願
名

　

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求

め
る
請
願

◆
請
願
者

　

子
ど
も
の
給
食
を
考
え
る
会

　
　
　

代
表　

津
村　

恵
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
名

◆
紹
介
議
員　

　

安
達　

幸
治

　

久
保　

浩
二

◆
請
願
書
要
旨

　

小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

１
日
も
早
く
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

　庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会　

新庁舎の整備が完成を迎え、新庁舎に求められる機能、庁舎のあり方等に関する調査が達成した
ことに伴い、令和３年５月 31 日に設置した「新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会」の名称及
び付議事件を次のように改めました。

１．名称　　
　（変更前）　新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会
　（変更後）　庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会

２．付議事件
　（変更前）　新庁舎に求められる機能、庁舎のあり方等に関する調査及び跡地利用を含む市街地
　　　　　　におけるまちづくり、基盤整備等に関する調査について
　（変更後）　庁舎跡地利用を含む市街地におけるまちづくり、基盤整備等に関する調査について
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件　　名 議決結果

３定議案第１号 田辺市火災予防条例の一部改正について

原案可決

（全会一致）

３定議案第２号
工事請負契約の締結について

瀬谷川改良工事

３定議案第３号
物品購入契約の締結について

小型動力ポンプ付水槽車

３定議案第４号
物品購入契約の締結について

消防ポンプ自動車

３定議案第５号 訴えの提起について

３定議案第６号 訴えの提起について

３定議案第７号 訴えの提起について

３定議案第８号 令和６年度田辺市一般会計補正予算（第３号）

３定議案第９号
教育委員会の教育長の任命につき同意を求めることについて

野田泰輔氏（新）

同意

（全会一致）
３定議案第 10 号

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

坂本真理氏（新）

３定議案第 11 号
公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

藤井利計氏（再）

３定議案

第 12 号～ 16 号

（５件）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

室谷正幸氏（再）・岡本勝氏（再）・仲道子氏（再）・畑谷倫成氏（新）

・木下昌子氏（新）

異議なし

（全会一致）

３定発議第１号 特別委員会の名称及び付議事件の変更について
原案可決

（全会一致）

３定発議第２号
災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求め

る意見書の提出について

原案可決

（全会一致）

※２人退席

  第３回（６月）定例会議決結果

※議案番号の前の「３定」は６月定例会を表しています。

※議案第○号は市長提出議案、発議第○号は議員・委員会提出議案です。

 

請
願

　
請
願
と
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
等
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
希

望
や
要
望
を
申
し
出
る
も
の
で
、

憲
法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
権

利
の
一
つ
で
す
。

　

地
方
議
会
に
請
願
を
提
出
す

る
場
合
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
一
人
以
上
の
議
員
の
紹

介
が
必
要
で
す
。

 

意
見
書

　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

か
か
わ
る
事
柄
に
関
し
て
、

議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
99
条
に
基

づ
い
て
議
員
が
発
案
し
、
議

決
後
、
議
会
名
で
国
会
や
関

係
行
政
庁
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
議
会
が
属
す
る

地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し

て
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。

せ
い
が
ん

議
会
用
語
解
説

い
け
ん
し
ょ
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一 般 質 問※     は議員からの質問・意見、　   は市当局の答弁を表しています。
※編集の方針上、「～だ」「～である」といった文体に統一しています。

市議

公
費
解
体
に
つ
い
て

　能登半島地震の被災地では、損壊家

屋等を所有者に代わり自治体が解体撤

去する「公費解体」が進んでいない。

所有者全員の同意書が必要なことが一

つの要因。国は所有者全員の同意がな

くても公費解体ができる要件を示した。

本市としては、円滑に公費解体を進め

られるよう、考えを整理し、事前の準

備をしておくことが必要。見解を問う。

　能登半島地震において、公費解体を

実施する市町村の対応状況や国の方針

等に注視しながら、環境省の公費解体・

撤去マニュアルを参考にし、迅速かつ

適切な対応方法の構築に取り組む。

議

市

北田健治議員

天
神
崎
周
辺
道
路
の
安
全
に
つ
い
て

　天神崎を周遊する道路は幅が狭く車

の対向が難しい。また津波避難路の看

板も分かりにくい。これらを改善でき

ないか。また都市計画道路目良線も併

せたエリア全体の将来像についての考

えはどうか。

　地元町内会や天神崎の自然を大切に

する会等とも相談し、国立公園区域外

については道路拡幅の検討を行いた

い。避難看板は景観に配慮しながら、

より分かりやすく目立つ表記に変更し

たい。今後もより安全に安心して天神
崎を訪れてもらえるよう、関係各課が

情報を共有し、庁内連携に努めたい。

議

市

松上京子議員

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
遠
足
・
修
学
旅
行
招
待
に
つ
い
て

　今年３月、万博会場予定地でガス爆発
があり、ガスは現在も発生している。今
後も爆発事故が起こり得るような危険
な場所だ。まだ下見もできないうちに主
催者から遠足等の参加が呼びかけられ
ているが、安全確保はできるのか。
　万博は最先端の技術に触れる貴重な
機会だが、学校教育において安全確保は
最重要で、下見ができないのであれば十
分とは言えない。安心・安全な取組を進
めるように指導してまいりたい。
　学校や保護者らにも情報を提供し、参
加の有無については、学校や生徒・保護
者らの意思を尊重されたい。
　教育委員会による意向調査は、万博へ
の参加を強制あるいは推進しているも
のではない。

議

市

議

市

前田かよ議員

空
き
家
活
用
に
つ
い
て

　本市には地域住民や県内からの移住
者に対する独自の空き家改修補助制度
がない。また、うつほの杜学園の開校に
関しても、県内からの移住者には補助制
度がない。これらをどう考えるのか。
　新たな空き家等の改修補助制度の創
設については、個人の資産である住宅
等の価値を公費によって高めるもので
あるため、慎重な検討が必要だと考え
る。また、うつほの杜学園の開校に関し
ては、学校近隣の賃貸物件が限られてお
り、住居の確保が重要な課題だと認識し
ていることから、地域おこし協力隊を活
用し、周辺地域を含めた空き家の掘り起
こしを行う。

議

市

安達幸治議員

－　－
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一 般 質 問

共
同
親
権
に
つ
い
て

　77 年ぶりの民法改正に至る経緯は。
　離婚に伴う子の養育への深刻な影響
などの社会情勢に鑑み、子の利益の確保
等の観点から改正されたものと認識し
ている。
　海外からハーグ条約の履行、国連から
年 15 万人の実子誘拐への実態に関する
勧告がある。子供の連れ去りについて、
市の認識は。
　市において連れ去りの事案は把握し
ていない。
　国会や弁護士からも子供連れ去り問
題が多数指摘されている。本市を例外と
せず全国で連れ去り推奨の実態があり
他人事ではない。子供の福祉を最優先に
実態に即した適切な運営を願う。

議

議

市

市

議

市橋宗行議員

庁
舎
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
や
ト
イ
レ
等
で
の

杖
ホ
ル
ダ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　杖使用者が来庁した際に、安心して

窓口やトイレ等を利用できるよう、杖

ホルダーの設置を検討されては。

　本市において、今後も高齢化が進む

ことが見込まれ、杖を使用する方がよ

り増加する傾向にあると考えられるこ

とから、杖ホルダー等を設置すること

は、そうした方の安全性・利便性の向

上につながる。現在、本庁舎では、ト

イレにフックを設置し、窓口カウンタ

ーには杖の滑り止めの配置を進めてい

る。今後も可能な範囲において、他施

設への必要な対応を進めてまいりたい。

議

市

加藤喜則議員

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
の

代
理
受
領
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　木造住宅耐震改修補助金を利用する

に当たり、申請者の負担を軽減できる

「代理受領制度」を導入してもらいたい。

　代理受領制度は、申請者が工事代金

について、補助金額を差し引いた自己

負担分のみを業者に支払い、補助金は

市から直接業者へ支払うことで、申請

者の負担が軽減される制度となる。補

助金額が多額になればなるほど有効な

制度と認識している。

　具体的な制度、手続を整理した上で、

申請者の負担を軽減できるよう取組を

進めてまいりたい。

議

市

佐井昭子議員

中
山
間
地
域
に
お
け
る
事
前
復
興
計
画
に
つ
い
て

　本年３月に策定された田辺市事前復
興計画は、南海トラフ巨大地震による
津波災害で被災した際に速やかに都市
基盤や居住エリア等を復興させるもの
であるが、広大な市域を持つ本市にあ
っては、大規模な自然災害に備えて、
中山間地域においても地理的条件に沿
った事前復興計画の策定が必要ではな
いか。
　南海トラフ巨大地震により中山間部
が被災した場合においても当計画の復
興基本方針は共通するものであり、こ
れまでの紀伊半島大水害からの復興に
倣い、地域防災計画を基本として速や
かな復興・復旧を目指してまいりたい。

議

市

谷　貞見議員

－　－
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一 般 質 問※     は議員からの質問・意見、　   は市当局の答弁を表しています。
※編集の方針上、「～だ」「～である」といった文体に統一しています。

市議

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
わ
る
、

林
業
事
業
体
か
ら
の
新
た
な
取
組
の
提
案
に
つ
い
て

　森林環境譲与税は、関係法令の範
囲内であれば、市の判断で幅広い事業
に活用できることから、各事業体から
様々な意見を聴取してきた。
　今後、柔軟で先駆的な意見を吸い上
げる必要があると思うが市の考えは。
　各林業事業体から寄せられた、多岐
にわたる意見や要望をはじめ、支援策
については、詳細な内容を把握し、関
係機関と連携を図り、議論を重ねなが
ら検討してまいりたい。
　林業事業体との連携強化は、森林管
理と林業支援の改善につながるため、
今後とも各事業体との意見交換をお願
いしたい。

議

市

議

宮井　章議員

大
型
公
共
事
業
の
概
要
と
本
市
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

　本市においては、新庁舎整備事業を
皮切りに紀南文化会館改修事業、旧庁
舎解体及び立体駐車場整備事業、市民
総合センター整備事業等、多くの公共
事業が予定されている。これらの事業
が本市財政に与える影響について、市
の見解を問う。
　合併以降、行財政改革に取り組み、
基金も積み増してきている。これらの
事業を行った場合でも実質公債費比率
は健全な数値を維持できるものと考え
ている。一方、今後予定している事業
の中には交付税算入率が低い事業があ
るのも事実であり、各種事業を十分精
査するとともに、財源についても国庫
補助金や有利な地方債をできる限り活
用し、財政負担の抑制に努めてまいり
たい。

議

市

柳瀬理孝議員

農
道
整
備
に
つ
い
て

　基幹産業である梅やかんきつ類の農
業を維持していくために、農道の劣化が
進む中、改良を含め計画的な整備と予算
枠の拡充が必要と考えるが、市の見解は。
　梅、かんきつ類を中心とした農業は、
地域経済を牽引する重要な基幹産業で
ある。この地域の農業を将来にわたって
守っていくためにも、農業生産活動に不
可欠な生産基盤の一つである農道につ
いて、農業受益者の皆様と連携しながら、
計画的に整備を進めていきたい。
　将来にわたって本市の農業を守って
いただくよう、農道の危険箇所の総点検
なども含めて、早急な対応をお願いした
い。

議

市

議

尾﨑博文議員

防
災
・
災
害
復
旧
、
復
興
対
策
に
つ
い
て

　５月に能登半島地震の被災地、輪島
市、珠洲市に支援物資を届け、現地の状
況を視察して、道路被害に驚いた。３月
議会の一般質問で食料や段ボールベッ
ドなどの災害備蓄の拡充を求めたが、市
は流通備蓄で対応できるという答弁だ
った。現地で目にした橋梁等の道路の被
害状況では、流通備蓄では被災者支援、
避難所の環境整備の対応ができないと
感じた。備蓄を拡充すべきだ。
　避難所へすぐに物資を届けられない
ことも想定されるため、分散備蓄の拠点
づくりを進めていきたい。
　災害時の道路状況から流通備蓄では
対応が難しい。ぜひとも常備備蓄の拡充
を検討すべきだ。

議

市

議

久保浩二議員

－　－
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第３回（６月）定例会で可決した意見書

第３回（６月）定例会では、以下の意見書を可決し、市議会の意思として、国会や関係機関に提出しました。

災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見書
（令和６年７月 10 日提出）　※抜粋

　国及び政府に対して、災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築に向けて

の支援の積極的な推進を求めるとともに、次の措置を講じるよう強く要望する。

記

１�．情報発信者や情報発信機器の事前登録等により、情報の信頼性を担保し、現場から

の正確な情報を収集し活用する情報連携環境を整備すること。

２�．ＩｏＴセンサーやドローンを活用して、リアルタイムでの国と地方自治体の災害情

報共有体制を整備すると同時に、適切な情報分析と迅速な対策を促す気象防災アドバ

イザーの自治体への配置を支援すること。

３�．正確な情報を発信する公的情報サイトや政府認定のアプリケーション等、国民への

普及を強力に推進すること。

田辺市高校生議会
　田辺のまちづくりについて、高校

生と市議会議員とが意見交換を行う

「田辺市高校生議会」を開催します。

◆日時

　８月 17日 (土 ) 10:30～ 16:00

◆場所

　田辺市本庁舎　６階「議場」他

◆参加する高校生

　市内の高校に在学中の生徒

　（募集は終了しています。）

◆傍聴

　本会議と委員会は、どなたでも

傍聴することができます。

※�本会議　13：00開始予定

　�委員会　13：20開始予定

一 般 質 問

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　電気火災を防ぐために感震ブレーカ

ーの普及に向けた補助金創設をすべき

と考えるが、市の見解は。

　必要性は十分認識している。補助メ

ニューの創設に向けて取り組みたい。

　強風による瓦屋根の落下や飛散対策

として、瓦屋根耐風診断・耐風改修へ

の国の補助制度が設けられた。本市で

も補助制度を導入する考えはないのか。

　耐風対策となることは認識している

が、現時点では耐震化について重点的

に取り組んでおり、耐震化の状況など

も見極めながら災害に強いまちづくり

を促進していきたい。

市

議

市

議

浅山誠一議員

－　－



8

　　
　令和６年第４回（９月）定例会の会期日程（予定）

第４回（９月）定例会の会期日程（案）をお知らせします。

日程は諸事情により変更される場合がありますので、恐れ入りますが、傍聴をご希望の場合は、議会事

務局まで日時をお問い合わせください。

※ 本会議の開会予定時刻は、９月４ 日及び 27 日が午後１時、 それ以外は午前 10 時です。

月 日 会議の内容

９

４ 本会議１日目（議案の提案説明）

13 本会議２日目（一般質問）

17 本会議３日目（一般質問）

18 本会議４日目（一般質問、議案に対する質疑及び委員会付託）

19・20 常任委員会（付託議案に係る審査）

27 本会議５日目（委員長報告、議案審議）

議 会 活 動 日 誌

６

月

【11 日】  広報委員会

【26 日】  総務企画委員会

【  ７日】  新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

【13 日】  議会運営委員会、新庁舎整備及びまちづ

くり等特別委員会

【19 日】  定例会（１日目）、正副委員長会議

【28 日】  定例会（２日目）

【  １日】  定例会（３日目）、議会運営委員会

【  ２日】  定例会（４日目）

【  ３日】  産業建設委員会、文教厚生委員会

【  ４日】  総務企画委員会

【  ５日】  広報委員会

【10 日】  定例会（５日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、

庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会

【12 日】  広報委員会

※ 「新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会」は、令和６年６月 19 日付

けで「庁舎跡地活用等まちづくり特別委員会」に名称変更になりました。

４

月

７

月

次回の「市議会だより」

11月号
（第４回（９月）定例会の報告）

議会日程の詳細や市議会だよりの内容等
について、ご意見・ご質問等がありました
ら、田辺市議会事務局までご連絡ください。

 【連絡先】　田辺市議会事務局
〒 646-8545　田辺市東山一丁目５－１
TEL  0739-26-9940（直通）　　　
FAX  0739-25-5579　　　　　　　　
E-mail：gikai@city.tanabe.lg.jp
田辺市議会ホームページ
https://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

こちらからもホームページ
にアクセスできます◀

　　
　

編 

集 

後 

記

 

　
　
広
報
委
員
会

　  

　
　
委  

員  

長
　
松
上
　
京
子

　  

　
　
副
委
員
長
　
前
田
　
か
よ

　  

　
　
委
　
　
員
　
加
藤
　
喜
則

　   

　
　
〃
　
　 

尾
﨑
　
博
文

　  

　   

　
　
〃
　
　 

谷
　
　
貞
見

　     

　
　
　
〃
　
　 

北
田
　
健
治 

　

先
日
、
味
光
路
の
あ
る
居
酒

屋
に
一
人
の
イ
タ
リ
ア
人
男
性

が
入
っ
て
き
た
。
彼
の
片
言

の
日
本
語
と
私
の
片
言
の
英
語

（
ほ
と
ん
ど
単
語
の
羅
列
だ
が
）

で
会
話
を
楽
し
ん
だ
。 

　

彼
は
、
翌
日
か
ら
熊
野
古
道

を
歩
き
、
そ
の
あ
と
日
本
国
内

を
６
か
月
か
け
て
旅
す
る
と
い

う
。
観
光
地
を
巡
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
円
安
が
追
い
風

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

飲
食
も
楽
し
み
の
一
つ
。
宿
泊

は
テ
ン
ト
泊
も
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

彼
の
場
合
は
、
仕
事
を
辞
め

て
長
期
の
旅
行
プ
ラ
ン
で
の
訪

日
で
あ
っ
た
が
、
欧
米
で
は
、

最
低
３
週
間
の
バ
カ
ン
ス
休
暇

や
、
最
低
２
週
間
連
続
休
暇
を

取
る
制
度
が
労
働
法
で
決
め
ら

れ
て
い
る
な
ど
、
賃
金
が
保
証

さ
れ
た
休
暇
も
あ
る
。
も
っ
と

日
本
も
長
期
休
暇
を
取
得
で
き

る
制
度
が
あ
れ
ば
、
仕
事
に
支

障
な
く
、
家
族
と
過
ご
す
時
間

や
故
郷
に
帰
省
す
る
な
ど
、
心

の
ゆ
と
り
を
生
み
出
す
機
会
と

な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。  （
谷
）

－　－


